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九州内地方入管の取組や
相談業務について
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〇 入管の業務について

・出入国審査業務
（空海港における上陸審査、出国審査など）

・在留審査業務
（在留資格変更申請、在留期間更新申請、永住申請に関する審査など）

・退去強制業務

・難民認定業務

・在留支援業務 ←新しい業務



〇在留資格について

在留資格 該当例

外交 外国政府の大使，公使等及びその家族

公用 外国政府等の公務に従事する者及びその家族

教授 大学教授等

芸術 作曲家，画家，作家等

宗教 外国の宗教団体から派遣される宣教師等

報道 外国の報道機関の記者，カメラマン等

高度専門職 ポイント制による高度人材

経営・管理 企業等の経営者，管理者等

法律・会計業務 弁護士，公認会計士等

医療 医師，歯科医師，看護師等

研究 政府関係機関や企業等の研究者等

教育 高等学校，中学校等の語学教師等

技術・人文知識・

国際業務

機械工学等の技術者等，通訳，デザイナー，語学講

師等

企業内転勤 外国の事務所からの転勤者

介護 介護福祉士

興行 俳優，歌手，プロスポーツ選手等

技能 外国料理の調理師，スポーツ指導者等

特定技能（注１） 特定産業分野（注２）の各業務従事者

技能実習 技能実習生

※ 資格外活動許可を受けた場合は，一定の範囲内で就労が認められる。

在留資格 該当例

文化活動 日本文化の研究者等

短期滞在 観光客，会議参加者等

留学 大学，専門学校，日本語学校等の学生

研修 研修生

家族滞在 就労資格等で在留する外国人の配偶者，子

在留資格 該当例

特定活動 外交官等の家事使用人，ワーキングホリデー等

在留資格 該当例

永住者 永住許可を受けた者

日本人の配偶者等 日本人の配偶者・実子・特別養子

永住者の配偶者等
永住者・特別永住者の配偶者，我が国で出生し

引き続き在留している実子

定住者 日系３世，外国人配偶者の連れ子等

就労が認められる在留資格（活動制限あり）

就労が認められない在留資格（※）

就労の可否は指定される活動によるもの

身分・地位に基づく在留資格（活動制限なし）

（注２）介護，ビルクリーニング，素形材産業，産業機械製造業，電気・電子情報関係産業，
建設，造船・舶用工業，自動車整備，航空，宿泊，農業，漁業，飲食料品製造業，外食業
（平成３０年１２月２５日閣議決定）

（注１）平成３１年４月１日から

２





〇 在留支援の取組について

・地方公共団体が設置する一元的相談窓口との

連携・協力

(外国人受入環境整備交付金、相談員に対する研修)

九州における一元的相談窓口：２１箇所

(福岡県、北九州市、福岡市、久留米市、飯塚市、古賀市、須恵町、苅田町、佐賀県、

伊万里市、長崎県、熊本県、熊本市、八代市、長洲町、大分県、豊後高田市、宇佐市、

宮崎県、鹿児島県、鹿児島市）

※全国では２２７箇所



〇 在留支援の取組について

・地方公共団体との連携・協力

(意見交換、やさしい日本語研修)

古賀市職員向けやさしい日本語研修の様子



・外国人在留支援センター（ＦＲＥＳＣ）

ナビダイヤル 0570-011000
午前９時から午後５時まで
※土曜日、日曜日、祝日、年末年始はお休やすみ

多言語にて
相談対応中



現在、81人が入所中

ウクライナ避難民証明書

ウクライナ避難民

〇入国者数：全国で１，９８３人
(うち現在の在留者数：１，８９７人）
〇男性：５００人、女性：１，４８３人
〇１８歳未満：３９３人
１８歳以上６１歳未満：１，３３８人
６１歳以上：２５２人
〇地域別在留者数（九州）
福岡県１１８人、佐賀県１７人、
長崎県２３人、熊本県７人、
大分県３０人、宮崎県１４人、
鹿児島県１５人

※全ての数値は２０２２年１０月５日現在のものです。

ウクライナ避難民の受入れ



Twitterでも
情報発信
しています。


